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Division of Human and Socio-Environmental Studies
Graduate School of Human and Socio-Environmental Studies, Kanazawa University

SONG WEI

Abstract
　In post-war discourse on the Nagasaki atomic bombing, which mainly comprises “trial, ” “martyrdom, 
” and “serenity, ” Hayashi Kyoko’s debut work, “Festival Place” (“Matsuri no Ba”) records her experience 
of the atomic bombing while recognizing the three decades since the atomic bombing and its associated 
narratives. Since the significance and characteristics of this work have not been fully discussed, this paper 
explores them by reading “Festival Place” as a work presenting the experience of the atomic bombing as 
a re-expression of history. First, the paper starts with an introduction of previous studies. Next, the paper 
clarifies how Hayashi expresses her atomic bomb experiences from different angles to create a larger and 
more comprehensive work of atomic bomb literature. Last, this paper analyzes how Hayashi reveals what 
has been obscured by atomic bomb rhetoric and witnesses a new history with a strong rebellious spirit. This 
paper suggests the possibility that “Festival Place” has widened the historical descriptions of atomic bomb 
literature..
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要
旨

　
主
に
「
裁
き
」「
殉
教
」
と
「
沈
黙
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
戦
後
の
長
崎
原

爆
の
言
説
秩
序
の
中
で
、
林
京
子
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
祭
り
の
場
」
は
原
爆
後
三
十

年
と
い
う
時
間
と
そ
れ
ま
で
に
書
か
れ
た
原
爆
の
記
録
・
言
説
を
意
識
し
な
が
ら

書
か
れ
た
。
作
品
は
原
爆
と
い
う
主
題
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
原
爆
言

説
と
い
う
意
味
で
の
意
義
と
特
徴
の
議
論
は
十
分
で
は
な
い
。
本
論
で
は
、
先
行

研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
原
爆
体
験
の
重
層
的
な
記
録
と
そ
れ
に
よ
る
歴
史
の
再

表
現
の
面
か
ら
、
原
爆
と
い
う
歴
史
的
出
来
事
を
語
る
「
祭
り
の
場
」
の
意
義
を

考
え
直
す
。「
祭
り
の
場
」
は
多
数
の
経
験
者
の
記
憶
の
破
片
を
綴
っ
て
、
よ
り

大
き
く
全
体
的
な
原
爆
言
説
を
試
み
、
強
烈
な
反
抗
心
に
基
づ
い
て
、
既
成
の
原

爆
言
説
に
隠
さ
れ
た
も
の
を
暴
き
出
す
新
し
い
歴
史
の
証
言
で
あ
る
。「
祭
り
の

場
」
に
は
、
歴
史
叙
述
と
い
う
意
味
で
よ
り
範
囲
の
広
い
原
爆
文
学
の
可
能
性
が

あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
祭
り
の
場
，
原
爆
体
験
，
原
爆
言
説

は
じ
め
に

　
一
九
四
五
年
八
月
九
日
午
前
一
一
時
二
分
、
長
崎
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
用
い
た

原
子
爆
弾
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
が
投
下
さ
れ
、
そ
の
年
中
に
約
七
万
四
千
人
の
死

者
の
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
。
十
四
歳
の
少
女
だ
っ
た
林
京
子
は
同
年
五
月
二
二

日
に
公
布
さ
れ
た
「
学
徒
動
員
令
」
に
基
づ
き
、
三
菱
兵
器
製
作
所
大
橋
工
場
に

動
員
さ
れ
、
原
爆
投
下
地
点
か
ら
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
工
場
で
被
爆
し

た
。
奇
跡
的
に
生
還
し
た
林
は
原
爆
症
を
耐
え
忍
び
つ
つ
、
結
婚
、
出
産
、
就
職
、

離
婚
と
い
う
人
生
を
経
て
、
被
爆
か
ら
三
十
年
後
に
、
そ
の
三
十
年
間
の
体
験

を
書
き
綴
っ
た
「
祭
り
の
場
」（
一
九
七
五
年
四
月
）
を
も
っ
て
文
壇
に
登
場
し

た
 1）
。「
祭
り
の
場
」
は
『
群
像
』（
一
九
七
五
年
四
月
号
）
に
同
誌
の
第
十
八
回

新
人
賞
受
賞
作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
ち
、
同
年
七
月
に
第
七
十
三
回
芥
川
賞

を
受
賞
し
た
。
作
品
は
ま
た
単
行
本
『
祭
り
の
場
』（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
八

月
）
と
『
林
京
子
全
集
　
第
一
巻
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）

に
収
録
さ
れ
た
。
本
稿
は
『
林
京
子
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
版
本
を
踏
ま
え
つ
つ

作
品
を
研
究
す
る
。

　
作
品
は
二
重
の
時
間
軸
と
い
う
構
造
で
長
崎
の
原
爆
を
語
る
。
一
つ
の
時
間
軸

は
一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
前
に
観
測
用
ゾ
ン
デ
の
中

に
入
っ
て
い
た
降
伏
勧
告
書
か
ら
始
ま
り
、
同
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
爆
死
し

た
生
徒
た
ち
の
た
め
の
追
悼
会
ま
で
の
時
間
だ
。
も
う
一
つ
の
時
間
軸
は
被
爆
し

て
以
後
約
三
十
年
間
に
作
者
自
身
と
周
り
の
人
々
の
被
爆
者
と
し
て
の
経
験
や
見

歴
史
的
記
憶
と
文
学
的
物
語
の
交
点

　
　「
祭
り
の
場
」
と
い
う
原
爆
文
学
の
可
能
性

金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
　
人
間
社
会
環
境
専
攻
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聞
を
絡
め
て
語
ら
れ
た
時
間
だ
。
そ
こ
に
は
、
原
子
爆
弾
投
下
か
ら
三
十
年
間
の

歴
史
を
回
顧
す
る
位
置
に
立
つ
語
り
手
の
姿
勢
が
見
え
る
。

　
戦
後
の
原
爆
報
道
管
制
の
下
で
は
、
長
崎
の
原
爆
関
係
の
文
学
・
記
録
作
品

は
種
類
も
数
量
も
か
な
り
少
な
い
 2）
。
そ
の
中
で
も
代
表
作
と
さ
れ
る
永
井
隆
の

『
長
崎
の
鐘
』（
日
比
谷
出
版
社
、
一
九
四
九
年
一
月
）
は
、「
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
の
、
殉
教
者
に
対
す
る
特
別
な
尊
崇
と
融
合
さ
せ
る
神
話
」
に
基
づ
き
、
原
爆

に
「
神
の
意
志
」
と
い
う
言
説
を
展
開
さ
せ
た
 3）
。
ま
た
、
多
数
の
被
爆
者
と
被

爆
犠
牲
者
は
口
を
噤
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
殉
教
と
沈
黙
が
主
題
で
あ
る
原

爆
言
説
の
秩
序
が
構
成
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
な
り
、
戦
争
や
原
爆
の
記
憶

が
風
化
無
化
す
る
中
で
、
林
京
子
は
声
を
発
し
た
。
被
爆
し
た
人
た
ち
の
三
十
年

間
の
体
験
と
多
様
な
原
爆
言
説
を
作
品
に
有
機
的
に
織
り
込
ん
だ
。
原
爆
体
験
言

説
へ
の
高
い
意
識
と
三
十
年
間
の
思
考
が
結
晶
し
た
「
祭
り
の
場
」
は
、
原
爆
に

対
す
る
新
し
い
解
釈
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
、「
祭
り
の
場
」
が
発
表
さ
れ
た
当
初
の
評
価
と
そ
の
後
の

研
究
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
原
爆
体
験
を
有
す
る

小
説
家
の
原
爆
小
説
と
比
較
し
な
が
ら
、
作
品
に
お
け
る
被
爆
当
時
の
記
憶
を
処

理
し
記
録
す
る
特
徴
を
考
察
す
る
。
作
品
が
引
用
さ
れ
た
既
成
の
原
爆
言
説
を
参

考
に
し
な
が
ら
林
京
子
の
語
り
直
し
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
言
説
空
間
に

お
い
て
粉
飾
さ
れ
た
原
爆
と
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
文
学
的
に
曝
け
出
す
か
を
検
討

す
る
。「
祭
り
の
場
」
が
既
存
の
原
爆
言
説
を
突
破
す
る
新
し
い
原
爆
言
説
と
な

る
可
能
性
を
論
じ
る
。
　

「
祭
り
の
場
」
の
評
価
と
先
行
研
究

　
ま
ず
、今
ま
で
「
祭
り
の
場
」
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
を
見
る
。「
第

十
八
回
『
群
像
』
新
人
賞
選
評
」 4）
を
読
め
ば
分
か
る
よ
う
に
、
長
崎
原
子
爆
弾

の
主
題
は
「
祭
り
の
場
」
が
受
賞
し
た
要
因
だ
。「
全
体
と
し
て
、
こ
の
作
品
が

わ
が
国
に
お
け
る
原
爆
と
い
う
重
み
を
支
え
る
作
品
に
な
り
得
て
い
る
」（
埴
谷

雄
高
「
体
験
の
生
き
々
し
さ
」）、「
被
爆
者
自
身
の
記
憶
さ
え
も
よ
う
や
く
埋
没

さ
れ
か
か
っ
て
い
る
今
日
、
作
者
の
突
き
だ
し
た
文
学
の
な
か
の
事
実
は
重
い
」

（
井
上
光
晴
「
突
き
だ
し
た
事
実
の
重
さ
」）
な
ど
、
作
品
発
表
直
後
は
作
品
の
文

学
性
よ
り
「
原
爆
」
と
い
う
主
題
に
重
き
を
置
い
て
い
た
評
価
が
見
ら
れ
る
。
風

化
の
防
止
を
考
え
て
原
爆
を
描
く
作
品
を
推
賞
し
た
と
い
う
基
調
が
見
ら
れ
る
。

芥
川
賞
選
考
委
員
た
ち
も
こ
れ
を
基
調
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
第
七
十
三
回

芥
川
賞
選
評
」 5）
で
は
、
大
岡
昇
平
は
「
祭
り
の
場
」
に
投
票
す
る
理
由
に
つ
い

て
「
す
ぐ
れ
た
作
品
が
な
い
」
た
め
、「
素
材
の
持
つ
力
に
よ
っ
て
、
最
初
か
ら

「
祭
り
の
場
」
に
票
が
集
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
力
作
が
な
い
た
め
に
テ
ー
マ
が
無

難
な
作
品
を
便
宜
上
選
ん
だ
と
い
う
態
度
を
示
し
た
。

　「
祭
り
の
場
」
に
関
す
る
群
像
新
人
賞
と
芥
川
賞
の
時
の
評
価
は
、
内
海
宏
隆

が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
被
爆
と
い
う
素
材
の
力
、
三
十
年
と
い
う
時
間
に
対

す
る
作
者
の
自
覚
お
よ
び
皮
肉
の
表
現
と
重
層
的
な
視
点
が
挿
入
さ
れ
た
小
説
の

重
ね
方
な
ど
の
長
所
と
、
言
葉
遣
い
や
整
理
の
問
題
に
よ
る
「
小
説
と
し
て
の
完

成
度
の
問
題
」と
い
う
欠
点
に
集
中
し
て
い
る
 6）
。「
祭
り
の
場
」は
受
賞
し
た
が
、

原
爆
と
い
う
テ
ー
マ
と
比
較
し
て
文
学
的
価
値
が
両
賞
に
そ
れ
ほ
ど
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
だ
が
、『
群
像
』
の
「
第
七
十
四
回
創
作
合
評
」 7）
に
お
い
て
、
林
京
子
と
『
文

芸
首
都
』
で
同
人
だ
っ
た
中
上
健
次
は
厳
し
い
批
評
を
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
評
価

に
お
い
て
、
原
爆
と
い
う
主
題
は
「
祭
り
の
場
」
の
長
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
中
、
中
上
健
次
だ
け
が
原
爆
と
い
う
主
題
に
対
す
る
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
彼

は
「『
祭
り
の
場
』
も
小
説
と
し
て
認
め
な
い
し
、
こ
の
人
の
書
く
も
の
、
ご
く

一
部
し
か
認
め
な
い
。（
中
略
）
変
に
社
会
的
な
発
言
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
は

困
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
も
、
読
ん
で
、
林
さ
ん
の
体
質
で
あ
る
、
文
学
の
場
に
お

け
る
原
爆
フ
ァ
シ
ス
ト
と
し
て
の
性
格
を
、
ま
さ
に
あ
り
あ
り
と
出
し
た
も
の
だ

と
思
う
」と
述
べ
、「
祭
り
の
場
」の
文
学
性
と
主
題
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

彼
は
「
わ
れ
ら
の
文
学
的
立
場
―
世
代
論
を
超
え
て
―
」 8）
の
中
で
「
皮
肉
だ
け

ど
、
日
本
の
小
説
に
と
っ
て
、
被
爆
小
説
ほ
ど
害
毒
を
流
す
も
の
は
な
い
と
思
う
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ほ
ど
、
戦
争
を
後
悔
し
て
い
る
日
本
人
に
ぴ
っ
た
り
の
小
説
は
な
い
」
と
述
べ
、

「
日
本
軍
は
満
州
に
行
っ
た
り
朝
鮮
に
行
っ
た
り
し
て
侵
略
し
て
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

な
こ
と
や
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
が
、『
祭
り
の
場
』や『
ギ
ヤ
マ
ン
ビ
ー

ド
ロ
』
に
涙
流
す
親
そ
の
も
の
の
手
に
よ
っ
て
、
一
度
も
書
か
れ
た
こ
と
な
い
ん

だ
よ
」
と
言
っ
て
、
重
点
を
被
害
に
置
い
た
「
祭
り
の
場
」
は
被
爆
の
背
景
と
な

る
日
本
軍
の
侵
略
を
作
品
に
書
き
込
ん
で
お
ら
ず
、
原
爆
と
い
う
事
実
に
対
す
る

批
評
的
分
析
が
な
い
と
指
摘
し
て
、
作
品
は
結
局
泣
き
言
に
な
っ
た
嫌
い
が
あ
る

と
非
難
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
「
文
学
と
し
て
の
完
成
度
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
七
〇
年
代
の
反
論

は
、原
爆
と
い
う
事
実
の
記
録
に
基
づ
い
た
文
学
性
に
そ
の
旨
が
あ
る
。『
文
學
界
』

の
第
四
十
一
回
の
「
対
談
時
評
」 9）
の
中
で
、黒
井
千
次
は
作
品
の
言
わ
れ
た
「
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
の
文
体
を
否
定
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
効
果
を
論
じ
た
。「
三
十
年
間
で
集
ま
っ
た
デ
テ
ー
ル
を
選
び
に
選
ん
だ
も
の
」

が
、「
事
実
の
重
み
と
は
逆
に
、
あ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
準
備
し
」
た
の
だ
。
つ

ま
り
、「
祭
り
の
場
」
は
文
体
こ
そ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
が
、
選
ば
れ
た
事
実

の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
逆
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
効
果
を

出
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、福
永
武
彦
「
寸
評
」 10）
は
「「
祭
り
の
場
」

こ
れ
は
事
実
の
重
み
に
よ
つ
て
ま
つ
た
く
別
格
で
あ
る
。（
中
略
）
し
か
も
主
人

公
の
現
在
の
生
活
を
対
照
的
に
扱
ふ
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
原
爆
の
体
験
そ

の
も
の
を
鳥
瞰
的
に
描
い
て
ゐ
る
。（
中
略
）
こ
れ
は
体
験
を
文
学
的
に
昇
華
さ

せ
た
作
品
と
言
へ
よ
う
」
と
述
べ
て
、「
原
爆
」
と
い
う
事
実
の
重
さ
を
言
及
し

た
上
に
、
作
品
の
「
文
学
的
」
な
面
を
強
調
し
て
い
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
平
和
と
い
う
外
見
の
下
に
、
冷
戦
、
地
域
的
衝
突

と
、
次
第
に
増
大
す
る
核
の
脅
威
に
世
界
が
依
然
と
し
て
曝
さ
れ
て
い
る
戦
後
的

状
況
が
焦
点
化
さ
れ
た
。
一
九
八
五
年
、
戦
後
四
十
年
に
応
じ
て
、『
国
文
学
　

解
釈
と
鑑
賞
』
は
八
月
に
特
集
号
「
原
爆
文
学
」
を
企
画
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
「
祭
り
の
場
」
は
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
大
里
恭
三

郎
「「
祭
り
の
場
」
林
京
子
」
は
、「
祭
り
の
場
」
は
「
小
説
と
い
う
表
現
形
式
と

し
て
は
明
ら
か
に
失
敗
し
て
い
る
」
が
、「
作
者
の
心
底
に
ふ
つ
ふ
つ
と
滾
っ
て

い
る
も
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
文
学
の
原
素
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
認
め

ら
れ
る
 11）
と
述
べ
、
小
説
と
し
て
の
「
祭
り
の
場
」
の
完
成
度
を
否
定
し
つ
つ
も
、

原
爆
を
伝
え
る
緊
迫
感
の
価
値
を
認
め
る
。

　
二
一
世
紀
に
入
る
と
、「
祭
り
の
場
」
の
文
学
性
が
重
視
さ
れ
始
め
た
。
内
海

宏
隆
「
林
京
子
『
祭
り
の
場
』
論
―
序
説
」
は
、
林
自
身
の
発
言
を
紹
介
し
な
が

ら
、
林
の
目
論
見
は
「
ま
る
ご
と
の
原
爆
は
ど
う
す
れ
ば
書
け
る
か
」
に
あ
っ
た

わ
け
で
「
作
品
と
し
て
統
一
の
あ
る
も
の
」
を
拵
え
る
こ
と
で
は
な
く
、「
統
一

性
」
が
な
い
と
い
う
問
題
は
も
と
よ
り
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
あ
る
と
し
て
、

従
来
の
「
統
一
性
」
の
問
題
を
論
破
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
「
書
か
れ
て
い
る
こ

と
だ
け
で
全
て
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
思
い
を
馳

せ
て
、「
な
ぜ
書
か
れ
な
か
っ
た
の
か
」「
何
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
か
」
を
想
像

す
る
力
が
、
特
に
原
爆
文
学
の
よ
う
な
類
い
の
小
説
に
は
必
要
だ
」
と
論
じ
て
、

「
祭
り
の
場
」
の
新
た
な
読
み
方
を
提
唱
し
た
 12）
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
祭
り
の
場
」
を
新
し
い
原
爆
文
学
と
し
て
捉
え
直
す

研
究
が
現
れ
て
き
た
。
村
上
陽
子
「
せ
め
ぎ
合
う
語
り
の
場
―
林
京
子
『
祭
り
の

場
』
―
」
は
内
海
論
と
同
じ
文
脈
で
、
作
品
を
「
複
数
の
視
点
や
複
数
の
声
が
絡

み
合
い
、
重
層
化
す
る
構
造
」
と
し
て
捉
え
直
し
、「
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
な
語
り

に
潜
勢
す
る
複
数
の
声
は
、整
序
化
さ
れ
、統
一
さ
れ
る
こ
と
に
抗
っ
て
い
る
」と
、

「
統
一
性
」
の
問
題
に
反
論
し
た
 13）
。
そ
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
熊
芳
は
、「
祭
り

の
場
」
は
「
既
成
の
原
爆
小
説
と
い
う
枠
に
囚
わ
れ
ず
、
前
例
の
な
い
原
爆
・
被

爆
体
験
を
題
材
」
に
し
て
、「
新
し
い
文
学
を
創
る
」
と
評
価
し
た
 14）
。
そ
の
ほ

か
、
渡
邊
澄
子
は
「
小
説
と
い
う
よ
り
記
録
文
学
の
趣
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
を

持
ち
、「
小
説
と
し
て
こ
の
作
品
が
芥
川
賞
を
受
賞
で
き
た
」
の
は
、「
原
爆
文
学

や
戦
争
文
学
へ
の
注
目
期
が
過
ぎ
」、「
原
爆
や
戦
争
は
風
化
減
少
に
あ
っ
た
」
中

に
、「
改
め
て
原
爆
の
衝
撃
を
喚
起
さ
せ
た
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
 15）
と
し
て
、

原
爆
、
戦
争
の
風
化
期
の
原
爆
言
説
の
貴
重
性
の
た
め
、「
記
録
文
学
」
の
「
祭

り
の
場
」
を
無
理
や
り
に
「
小
説
」
と
し
て
採
用
す
る
と
い
う
選
考
委
員
の
配
慮
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を
再
び
強
調
し
た
。
ま
た
、
黒
古
一
夫
は
、「
現
在
」
に
立
っ
て
原
爆
の
問
題
を

考
え
る
林
は
「
自
ら
の
体
験
を
特
権
化
」
す
る
こ
と
な
く
、「
客
観
的
に
描
き
出
」

し
て
い
る
と
述
べ
た
 16）
。

　
ま
と
め
る
と
、「
祭
り
の
場
」
が
世
の
中
に
出
て
以
来
、
そ
の
評
価
は
毀
誉
相

半
ば
し
て
い
る
。
作
品
が
発
表
さ
れ
て
当
初
は
、
原
爆
の
主
題
に
よ
っ
て
注
目
さ

れ
た
が
、
文
学
と
し
て
の
完
成
度
が
疑
わ
れ
た
。
近
年
の
研
究
は
、
従
来
欠
点
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
統
一
性
」
の
問
題
を
、
重
層
的
な
語
り
が
統
一
性
に
対

抗
す
る
と
い
う
「
祭
り
の
場
」
の
新
し
さ
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
の
作
品
を
小
説

の
枠
に
収
ま
ら
な
い
新
し
い
原
爆
文
学
と
し
て
捉
え
る
方
向
性
が
あ
る
。「
原
爆

文
学
」
の
重
点
は
「
原
爆
」
と
「
文
学
」
の
両
方
に
置
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
し

か
し
、「
祭
り
の
場
」
の
新
し
さ
に
関
す
る
議
論
は
そ
の
方
法
に
集
ま
る
傾
向
が

あ
り
、
原
爆
言
説
と
い
う
命
題
は
当
た
り
前
す
ぎ
る
た
め
か
、
深
く
論
じ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
。「
祭
り
の
場
」
の
原
爆
と
い
う
主
題
に
関
す
る
批
評
や
研
究
は
長

い
間
、戦
争
、原
爆
の
風
化
の
防
止
と
い
う
指
摘
に
止
ま
っ
た
。
黒
古
一
夫
に
よ
っ

て
特
権
化
さ
れ
な
い
原
爆
言
説
と
い
う
分
析
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
中
上
健

次
の
指
摘
以
外
、
作
品
の
原
爆
言
説
の
意
味
と
特
徴
に
対
す
る
関
心
は
希
薄
だ
。

し
か
し
、「
祭
り
の
場
」
の
研
究
史
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
ま
ず

は
「
原
爆
」、
そ
し
て
「
文
学
」
だ
。
と
は
い
え
、
こ
の
作
品
は
「
新
し
い
原
爆

文
学
」
と
し
て
、
文
学
的
作
法
以
外
、
原
爆
言
説
と
い
う
意
味
で
の
「
新
」
が
な

い
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
。
三
十
年
間
の
沈
黙
の
中
で
、
林
は
ど
の
よ
う
に
し
て
被

爆
体
験
を
理
解
し
た
か
。
そ
の
沈
黙
か
ら
生
ま
れ
た
「
祭
り
の
場
」
の
語
り
は
、

作
者
の
原
爆
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
含
ん
で
い
る
か
。
そ
れ
を
解
け
ば
、

複
数
の
視
点
の
重
層
的
な
語
り
が
何
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
か
も
理
解
で
き
る
。

　
そ
こ
で
次
は
、
特
に
二
一
世
紀
以
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
重
層
的
な
語
り
と
い
う

作
品
の
重
ね
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
林
京
子
が
如
何
に
し
て
異
な
る
視
点
か
ら
個

人
に
拘
ら
な
い
原
爆
体
験
を
語
り
、
具
現
化
す
る
か
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
重

層
的
な
語
り
の
一
環
と
し
て
の
既
成
の
原
爆
言
説
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
組
み
込

ま
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
が
ど
の
よ
う
に
文
学
的
に
行
わ
れ
る
か
に
注
目
し
つ

つ
、
林
京
子
が
表
現
し
た
原
爆
の
主
題
を
考
え
直
す
。
こ
う
し
て
、「
祭
り
の
場
」

の
原
爆
の
風
化
を
防
止
す
る
水
準
以
上
の
「
新
し
い
原
爆
文
学
」
の
可
能
性
を
論

じ
る
。

記
憶
の
回
復
と
記
録

　
長
崎
で
被
爆
し
沈
黙
し
続
け
た
人
が
多
数
で
あ
る
中
で
、
林
京
子
は
被
爆
し
て

か
ら
三
十
年
も
か
か
っ
て
自
分
の
経
験
を
書
こ
う
と
決
断
し
た
。「
祭
り
の
場
」

を
書
く
契
機
に
つ
い
て
、
林
は
幾
つ
か
の
場
で
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
、
子
ど
も

が
で
き
た
た
め
、「
関
心
が
自
分
の
命
の
問
題
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
命
の
問
題

へ
と
移
」 17）
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
一
つ
。
更
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
青
年

の
広
場
」
で
青
年
が
集
ま
っ
て
踊
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
林
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
出

陣
学
徒
の
た
め
に
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
踊
る
場
面
が
そ
れ
と
か
さ
な
っ
て
、

「
学
徒
た
ち
の
死
の
意
味
は
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
問
い
を
書
き
出
し

た
い
と
思
っ
た
と
も
述
べ
る
。
そ
こ
に
は
個
人
の
問
題
を
超
え
る
原
爆
体
験
を

書
く
と
い
う
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
踊
る
場
面
を
先
に
書
く
と
、「
や
は

り
文
章
が
先
に
立
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
小
説
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
し
て

…
…
」 18）
と
彼
女
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
小
説
に
な
る
こ
と
を
極
力
避
け
よ

う
と
し
た
執
筆
時
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
作
品
の
冒
頭
は
、「
物
語
」
の
代
わ
り
に
、
ア
メ
リ
カ
の
三
人
の
科
学
者
が
東

京
大
学
の
嵯
峨
根
教
授
に
出
し
た
降
伏
勧
告
書
か
ら
始
ま
り
、
林
京
子
と
等
身
大

の
「
私
」
が
「
学
徒
動
員
」
し
た
三
菱
兵
器
大
橋
工
場
で
は
、
動
員
学
徒
、
工
員

は
「
行
方
不
明
が
六
千
二
百
名
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
六
千
二
百
名
は
死
亡

確
認
が
出
来
な
い
者
で
、殆
ど
死
亡
と
み
て
よ
い
。
計
算
さ
れ
た
四
十
五
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
は
る
か
に
上
回
る
死
者
の
数
に
な
る
」（
七
頁
）
と
い
っ
た
情
報
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
方
は
「
文
学
性
が
弱
い
」
と
い
う
指
摘
を
招
い
た
が
、

林
京
子
独
特
の
原
爆
言
説
と
し
て
の
手
段
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
認
さ
れ

る
事
実
と
デ
ー
タ
を
書
く
こ
と
は
、
作
品
の
「
記
録
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
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立
さ
せ
、
作
品
は
現
実
世
界
と
多
数
の
被
害
者
を
認
め
る
上
に
作
り
上
げ
た
も
の

だ
と
い
う
林
の
作
意
を
秘
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
作
意
を
冒
頭
に
提
出
し
た
「
祭
り
の
場
」
は
特
定
の
人
物
に
焦
点
化

せ
ず
に
、
時
間
と
空
間
と
事
件
自
体
を
主
役
と
し
た
よ
う
な
、
よ
り
大
き
く
全
体

的
な
原
爆
文
学
の
可
能
性
を
問
題
提
起
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
試
み
と
は
多
数
の

経
験
者
の
記
憶
の
破
片
を
綴
り
、
事
実
と
し
て
の
原
爆
を
で
き
る
だ
け
全
体
的
に

記
録
す
る
こ
と
だ
。

　
ま
ず
、
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
瞬
間
が
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
を
見
よ
う
。

多
く
の
原
爆
作
家
は
爆
心
地
か
ら
書
い
て
い
る
が
、「
祭
り
の
場
」
で
は
原
爆
投

下
の
瞬
間
の
記
憶
は
曖
昧
の
ま
ま
書
き
残
っ
て
い
る
。

　
突
然
急
降
下
か
急
上
昇
か
、
大
空
を
か
き
む
し
る
爆
音
が
し
た
。
空
襲
！ 

女
が
叫
ん
だ
。
物
音
を
聞
い
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
文
字
に
す
れ
ば
原
爆

投
下
の
一
瞬
は
た
っ
た
こ
れ
だ
け
で
終
わ
る
。
ピ
カ
も
ド
ン
も
な
い
。
秒
速

三
六
〇
米
の
爆
風
も
知
ら
な
い
。気
づ
い
た
ら
倒
壊
家
屋
の
下
に
い
た
。（
七
頁
）

　
方
位
の
分
か
ら
な
い
爆
音
と
女
の
叫
び
声
を
伴
う
「
一
瞬
」
で
原
子
爆
弾
の
衝

撃
は
「
終
る
」。
語
り
に
は
や
や
矛
盾
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、語
り
手
の
「
私
」
に
、

原
爆
の
閃
光
と
爆
音
と
そ
れ
が
巻
き
起
こ
し
た
爆
風
の
記
憶
は
一
切
な
い
。「
秒

速
三
六
〇
米
の
爆
風
」
と
い
う
確
実
に
数
量
化
さ
れ
た
言
葉
遣
い
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、原
爆
が
伴
う
一
連
の
反
応
は
明
ら
か
に
「
私
」
が
事
後
に
学
ん
だ
知
識
だ
。

そ
の
記
憶
の
な
い
「
一
瞬
」
か
ら
「
気
づ
い
た
」
時
ま
で
の
時
間
帯
は
、
原
爆
投

下
が
作
っ
た
「
私
」
の
人
生
の
空
白
＝
欠
落
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
原
爆
が
作
っ
た
空
白
と
い
う
と
、
広
島
原
爆
を
描
い
た
原
民
喜
の
「
夏
の
花
」

（『
三
田
文
学
』、
一
九
四
七
年
六
月
号
）
が
想
起
で
き
る
。
作
品
の
冒
頭
部
分
は

原
爆
の
二
日
間
前
、
主
人
公
の
「
私
」
が
妻
の
墓
を
訪
れ
「
夏
の
花
」
と
線
香
を

供
え
る
シ
ー
ン
を
淡
々
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
行
を
空
い
て
「
私
は
厠
に
い
た

た
め
一
命
を
拾
っ
た
」
と
い
き
な
り
原
爆
投
下
後
に
生
き
残
っ
た
シ
ー
ン
に
移

る
 19）
。
空
い
た
一
行
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
原
爆
投
下
瞬
間
の
空
白
は
次
の
部
分

で
直
ぐ
に
埋
め
ら
れ
る
。「
祭
り
の
場
」
で
は
「
こ
れ
だ
け
」
し
か
語
ら
れ
な
い

こ
と
と
反
対
に
、「
夏
の
花
」
は
「
頭
上
」
の
「
一
撃
」
か
ら
「
う
わ
あ
」
と
い

う
自
分
の
叫
び
声
、「
嵐
の
よ
う
な
も
の
の
墜
落
す
る
音
」、「
真
暗
」
に
な
っ
て

か
ら
壁
の
脱
落
し
た
と
こ
ろ
か
ら
射
し
て
き
た
「
明
り
」
な
ど
を
紙
幅
を
費
し
て

描
い
て
、
原
爆
に
襲
わ
れ
た
瞬
時
の
こ
と
を
で
き
る
限
り
詳
細
に
表
す
よ
う
に
努

め
て
い
る
 20）
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
原
民
喜
は
そ
の
細
部
を
回
想
の
形
で
繰
り

返
し
述
べ
る
こ
と
で
、
鮮
明
に
な
っ
て
い
く
記
憶
を
克
明
に
描
写
し
た
。
そ
れ
は

そ
の
前
の
空
い
た
一
行
と
と
も
に
、
余
り
に
突
然
な
被
爆
が
一
瞬
に
起
こ
し
た
複

数
の
異
変
に
よ
る
「
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
」
の
停
滞
性
を
作
り
上
げ
た
。

　
そ
れ
と
比
較
し
て
言
え
ば
、
林
の
「
祭
り
の
場
」
に
お
け
る
原
爆
投
下
の
一
瞬

の
記
憶
の
空
白
に
関
す
る
表
現
は
余
り
に
も
素
朴
だ
。「
な
い
」「
知
ら
な
い
」「
気

づ
い
た
ら
」
と
、
彼
女
は
迷
わ
ず
に
原
爆
瞬
間
の
記
憶
の
欠
如
を
語
っ
て
い
る
。

衝
撃
的
な
出
来
事
で
当
時
十
五
歳
の
少
女
が
余
り
の
恐
怖
で
感
覚
が
奪
わ
れ
、
記

憶
で
き
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
自
己
保
護
の
た
め
に
記
憶
が
抹
消
さ
れ
た
に
せ
よ
、

林
は
短
い
文
字
と
素
朴
な
言
葉
遣
い
で
原
爆
瞬
間
の
記
憶
の
空
白
を
語
る
こ
と

で
、
原
爆
の
瞬
時
に
で
き
た
残
酷
さ
を
表
し
て
き
た
の
は
確
か
だ
。
岩
川
あ
り
さ

は
そ
の
記
憶
の
空
白
に
つ
い
て
、そ
れ
は
原
子
爆
弾
被
爆
に
よ
る
「
精
神
的
外
傷
」

と
関
り
が
あ
り
、「
他
人
の
証
言
や
歴
史
的
資
料
」
を
も
っ
て
「
自
分
で
は
知
り

え
な
か
っ
た
出
来
事
の
記
憶
」
を
確
か
め
る
林
の
作
業
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
述

べ
て
い
る
 21）
。
し
か
し
、
同
じ
く
記
憶
を
確
か
め
る
と
言
っ
て
も
、
林
京
子
の
作

業
は
原
民
喜
の
作
業
と
は
明
ら
か
に
違
う
。
本
作
に
お
い
て
も
、被
爆
し
た
「
私
」

に
全
知
の
視
点
は
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
か
ら
は
、
原
爆
に
よ
る
空
白
を
原
爆

の
一
部
分
と
し
て
記
録
す
る
林
京
子
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
執
筆
当
時
に
原
爆
の

記
憶
は
ま
だ
全
面
的
に
復
元
で
き
る
と
思
っ
て
い
な
い
林
京
子
の
認
識
が
あ
る
。

　
自
分
の
原
爆
当
時
の
記
憶
を
細
か
く
書
く
の
は
小
説
家
と
し
て
の
本
能
的
な
力

か
も
し
れ
な
い
が
、
林
は
あ
え
て
そ
れ
を
詳
細
に
書
い
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り

に
、
母
と
妹
の
記
憶
（
証
言
）
を
書
い
た
。
二
十
五
キ
ロ
離
れ
た
諫
早
に
、
妹
と
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母
は「
稲
妻
の
よ
う
に
激
し
く
筋
を
描
く
光
り
で
は
な
く
、照
明
弾
の
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
空
に
貼
り
つ
き
、
消
え
た
」
光
り
を
見
、
次
に
「
腹
に
こ
た
え
る
重
い
炸
裂

音
が
し
、
数
分
た
た
な
い
う
ち
に
ざ
ら
つ
い
た
激
し
い
風
」（
九
頁
）
が
人
の
顔

を
叩
い
た
と
い
う
。
距
離
を
取
っ
て
い
る
原
爆
の
描
写
に
つ
い
て
、
林
は
座
談
会

「
原
爆
文
学
と
沖
縄
文
学
―
「
沈
黙
」
を
語
る
言
葉
―
」
で
、
そ
の
記
憶
は
観
測

用
の
ゾ
ン
デ
の
中
に
入
っ
て
い
た
降
伏
勧
告
書
に
触
発
さ
れ
た
「
素
直
に
そ
の
ま

ま
」
の
こ
と
だ
と
説
明
し
た
が
、「
二
十
五
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど

す
ご
い
こ
と
が
起
き
た
の
だ
か
ら
、
爆
心
地
だ
っ
た
ら
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う

構
造
に
な
っ
て
い
る
」 22）
と
井
上
ひ
さ
し
が
評
価
し
た
。
つ
ま
り
、
人
々
の
あ
り

の
ま
ま
の
記
憶
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
原
爆
を
よ
り
壮
大
な
空
間

に
置
く
鳥
瞰
的
な
視
角
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
、
原
爆
の
細
部
も
十
分
感
じ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
に
よ
り
、
自
分
と
他
人
の
異
な
る
視
角
か
ら
の
記
憶

に
対
す
る
描
写
は
、
原
爆
と
い
う
一
つ
の
出
来
事
が
複
数
の
面
か
ら
立
体
的
に
語

ら
れ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
林
の
端
的
な
表
現
の
効
果
は
読
者
の
想
像
力
に
寄
り
か
か
る
も
の
だ

と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
「
祭
り
の
場
」
は
「
小
説
以
前
の
小
説
」「
小
説
と

し
て
認
め
な
い
」
と
い
っ
た
批
評
を
得
た
の
だ
ろ
う
が
、
被
爆
体
験
の
デ
ィ
テ
ー

ル
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
執
筆
時
の
内
部
世
界
の
表
現
に
施
し
た
工
夫
は
、

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。し
か
し
な
が
ら
、繰
り
返
す
が
、林
京
子
は「
祭

り
の
場
」
が
小
説
に
な
る
こ
と
を
極
力
で
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
女
は
最
初

か
ら
感
受
性
に
訴
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

　
原
爆
の
被
害
に
関
し
て
、「
工
務
部
、
即
ち
私
た
ち
の
親
も
と
に
い
た
友
達
は

設
計
に
必
要
な
明
る
さ
、
き
ら
び
や
か
な
ガ
ラ
ス
窓
の
た
め
に
全
身
ガ
ラ
ス
ま
み

れ
の
針
ね
ず
み
に
な
っ
た
」（
一
五
頁
）
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
友
達
の
身
体
が

煌
び
や
か
で
美
し
く
見
え
る
人
工
的
な
結
晶
と
ぶ
つ
か
る
と
、
針
ね
ず
み
の
よ
う

に
非
人
間
的
に
造
形
化
さ
れ
た
。
ガ
ラ
ス
は
輝
い
た
美
し
さ
の
あ
る
設
計
さ
れ
た

人
工
物
で
、そ
れ
を
眺
め
て
い
れ
ば
「
空
想
が
涌
」
く
「
私
」
た
ち
に
「
楽
し
い
」

夢
を
提
供
し
て
い
る
。
夢
を
孕
ん
で
い
る
現
代
的
、
人
工
的
な
美
し
さ
と
い
う
認

識
は
、
作
品
の
冒
頭
で
引
用
さ
れ
た
科
学
者
の
勧
告
書
に
書
い
た
「
わ
れ
わ
れ
の

美
し
い
発
見
」（
六
頁
）
の
そ
れ
と
如
何
に
も
共
通
し
て
い
る
。
原
爆
と
そ
れ
が

吹
き
上
げ
た
ガ
ラ
ス
片
の
被
害
は
、肉
体
の
破
壊
と
異
化
が
伴
っ
て
、「
針
ね
ず
み
」

と
い
う
表
現
で
直
観
的
に
現
れ
る
。
こ
の
「
針
ね
ず
み
」
は
ま
た
、
現
代
戦
争
に

お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
美
と
残
酷
性
を
具
象
化
す
る
表
現
だ
と
理
解
し
て
よ
か

ろ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
「
針
ね
ず
み
」
の
直
接
的
な
比
喩
は
、
林
自
身
が
被
爆
者
で
な

け
れ
ば
不
適
切
な
表
現
と
い
う
批
判
を
招
き
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
林
は
巧
み

に
自
分
の
被
爆
者
と
し
て
の
「
特
権
」
を
利
用
し
た
と
い
え
る
。
ま
ず
、
そ
の

比
喩
は
林
の
被
害
に
関
す
る
即
物
的
な
理
解
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
身

体
に
埋
め
込
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
は
林
が
原
爆
の
被
害
を
表
現
す
る
際
に
、
重
要
な
手

が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。「
祭
り
の
場
」
の
次
の
連
作
集
『
ギ
ヤ
マ
ン
　
ビ
ー
ド

ロ
』
の
短
編
「
空
罐
」
で
は
、
ガ
ラ
ス
の
刺
し
傷
を
背
負
っ
て
い
る
大
木
が
被
爆

後
二
十
五
年
目
に
背
中
の
ガ
ラ
ス
片
を
取
り
除
く
手
術
を
受
け
た
シ
ー
ン
に
お
い

て
、
小
さ
い
ガ
ラ
ス
片
は
「
真
綿
の
よ
う
な
脂
肪
の
固
ま
り
」
に
「
真
珠
の
よ
う

に
包
み
込
ま
れ
て
い
た
」 23）
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
身
体
に
残
し
た
ガ
ラ
ス
片
を

核
に
し
て
、
身
体
は
真
珠
の
よ
う
な
脂
肪
の
固
ま
り
を
結
晶
し
た
。
そ
の
「
真
珠
」

は
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
が
体
内
に
侵
入
し
た
も
の
を
核
に
し
て
結
晶
す
る
よ
う
に
、
身

体
が
人
の
意
志
と
関
係
な
く
、
生
物
的
な
レ
ベ
ル
で
外
来
の
人
工
物
と
苦
闘
し
た

こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
人
間
と
原
爆
の
衝
突
の
中
で
、
身
体
の
被
害
が
可
視
的

で
、
把
握
で
き
る
も
の
だ
い
う
林
京
子
の
認
識
は
、
ガ
ラ
ス
片
に
秘
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
認
識
は
「
祭
り
の
場
」
の
描
写
に
も
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、「
私
た
ち
の
親
も
と
に
い
た
友
達
」
が
友
人
な
が
ら
身
内
で
も
あ
る
か

ら
、
そ
の
「
針
ね
ず
み
」
の
変
形
を
他
人
事
に
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

自
分
と
深
く
関
わ
る
親
友
が
ガ
ラ
ス
片
で
変
形
し
た
の
を
否
応
な
く
目
撃
し
た

「
私
」
は
、
同
じ
場
に
置
か
れ
た
も
う
一
人
の
被
害
者
だ
か
ら
、
自
身
に
臨
む
か

も
し
れ
な
い
被
害
を
十
分
に
対
象
化
・
具
象
化
し
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
ガ

ラ
ス
が
身
体
に
刺
す
こ
と
か
ら
生
じ
た
人
工
的
な
美
と
暴
力
性
を
、
残
酷
の
ほ
ど
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に
「
針
ね
ず
み
」
に
喩
え
る
林
京
子
の
語
り
手
と
し
て
の
冷
や
や
か
で
厳
し
い
ま

な
ざ
し
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　「
祭
り
の
場
」で
は
、こ
の
よ
う
な
一
見
同
情
心
に
欠
け
る
比
喩
は
希
で
は
な
い
。

「
モ
ッ
プ
状
」（
二
五
頁
）に
な
っ
て
立
っ
て
い
た
女
子
挺
身
隊
の
少
女
た
ち
や「
電

子
レ
ン
ジ
で
魚
を
焼
く
と
焦
げ
目
が
な
く
、
白
じ
ら
し
い
」（
二
六
頁
）
焼
き
傷

な
ど
、
被
爆
し
て
傷
つ
い
た
人
間
の
姿
を
モ
ノ
や
動
物
に
比
喩
す
る
こ
と
は
、
前

述
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
林
の
被
爆
者
の
傷
に
対
す
る
描
写
の
特
徴

だ
。
こ
れ
は
小
さ
い
頃
か
ら
戦
争
の
中
で
死
を
た
く
さ
ん
目
撃
し
た
林
の
、
人
間

が
戦
争
の
中
で
モ
ノ
や
動
物
に
同
一
視
さ
れ
た
こ
と
と
爆
弾
の
前
に
い
る
人
間
の

脆
さ
に
対
す
る
独
特
の
捉
え
方
だ
と
言
え
る
。
安
易
な
同
情
心
を
捨
て
た
こ
の
捉

え
方
は
、
戦
後
社
会
に
普
通
に
知
ら
れ
る
物
事
を
取
り
上
げ
、
原
爆
の
中
で
異
化

さ
れ
た
人
間
像
を
非
日
常
性
か
ら
日
常
性
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
原
爆
の
非
人
間

性
を
可
視
化
し
た
。
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、林
の
以
上
の
作
業
は
、形
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
に
工
夫
し
た
が
、
被
爆
者
の
身
体
的
感
覚
に
触
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
こ
れ
は
林
の
感
受
性
に
対
す
る
不
信
に
よ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

林
の
潜
在
的
な
認
識
で
は
、
体
験
（
＝
個
人
的
な
感
覚
）
は
全
て
経
験
（
＝
普
遍

的
な
客
観
的
概
念
）
に
転
換
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
三
十
年
間
で
得
た

人
生
の
経
験
な
の
だ
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
被
爆
し
た
友
人
の
三
十
年
間
の

遭
遇
を
描
く
文
章
を
見
よ
う
。

　
三
〇
年
た
っ
た
現
在
、
ま
だ
ガ
ラ
ス
片
が
体
内
に
残
っ
て
い
る
。
時
ど
き
動

き
だ
す
。
シ
ク
シ
ク
肉
を
刺
し
て
痛
み
は
ひ
ど
い
。
切
り
出
す
た
め
に
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
撮
る
。
次
に
は
も
う
同
じ
場
所
に
な
い
。

　
医
師
は
「
あ
ん
た
の
勲
章
だ
か
ら
残
し
て
な
さ
い
」
と
友
人
に
言
っ
た
。
他

人
は
気
楽
で
楽
し
い
。（
一
五
頁
）

　
体
に
残
し
た
ガ
ラ
ス
は
原
爆
後
三
十
年
間
も
友
人
の
肉
を
刺
し
て
い
る
。
レ
ン

ト
ゲ
ン
は
そ
の
ガ
ラ
ス
の
動
き
を
可
視
化
し
、
原
爆
が
も
た
ら
し
た
持
続
す
る
苦

し
み
を
直
観
的
に
示
し
た
。
し
か
し
そ
の
遭
遇
を
直
接
に
目
撃
し
て
も
、「
他
人
」

は
様
々
な
価
値
判
断
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
苦
し
み
を
「
勲
章
」
に
美
化

す
る
こ
と
も
あ
る
。
美
化
も
無
化
の
一
種
な
の
だ
ろ
う
。
被
爆
者
の
切
実
な
「
痛

み
」
を
「
勲
章
」
と
美
化
し
た
非
被
爆
者
の
医
者
は
被
爆
者
の
感
覚
の
理
解
を
拒

否
す
る
。
一
方
、「
気
楽
で
楽
し
い
」
と
い
う
手
短
な
指
摘
か
ら
聞
こ
え
る
よ
う

に
、
被
爆
者
に
と
っ
て
も
「
気
楽
に
楽
し
い
」
非
被
爆
者
は
自
分
が
手
の
付
け
な

い
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
最
後
に
林
は
「
他
人
は
気
楽
で
楽
し
い
」
の
一
言
で
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
終
結
す
る
こ
と
は
、
被
爆
者
と
非
被
爆
者
は
遂
に
意
思
疎
通
な

し
に
亀
裂
を
残
し
て
し
ま
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
被
爆
者
と
非
被
爆
者
が
互
い

に
「
他
者
」
で
あ
っ
て
、
通
じ
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う
現
実
を
正
面
に
出

し
て
く
る
。
一
方
、
非
被
爆
者
が
原
爆
体
験
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
不
信
を
抱

え
な
が
ら
も
、
林
は
原
爆
体
験
を
記
録
し
続
け
る
。
そ
し
て
、
感
覚
よ
り
イ
メ
ー

ジ
を
優
先
に
し
て
、
読
め
ば
誰
も
想
像
で
き
る
即
物
的
な
描
写
で
、
原
爆
と
そ
れ

に
よ
る
被
害
を
ま
ず
歴
史
的
事
実
と
し
て
定
着
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
た
。

　
こ
の
ガ
ラ
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
よ
り
興
味
深
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま

り
「
祭
り
の
場
」
で
は
原
爆
、
原
爆
後
の
三
十
年
が
再
表
現
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

原
爆
が
ど
の
よ
う
に
し
て
記
録
さ
れ
語
ら
れ
て
き
た
か
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
勲

章
」
は
「
医
師
」
の
立
場
か
ら
の
原
爆
に
対
す
る
言
説
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
わ

ざ
と
作
品
に
書
く
林
の
言
説
は
既
成
の
言
説
空
間
に
対
す
る
対
抗
と
も
な
っ
て
い

る
。
言
説
の
対
抗
と
い
う
点
は
次
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。

　
要
す
る
に
、「
祭
り
の
場
」
に
お
い
て
林
京
子
は
、
原
爆
が
決
し
て
一
つ
の
全

体
へ
と
復
元
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
な
お
そ
の
破
片

を
見
つ
め
、
そ
こ
に
自
ら
の
翻
訳
を
媒
介
さ
せ
な
が
ら
書
く
、
と
い
う
作
業
を
遂

行
し
て
い
た
。
原
爆
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
戦
後
に
お
い
て
、
記
録
と
造
形
化
を
通

し
て
、
原
爆
を
歴
史
的
出
来
事
か
ら
人
間
全
体
の
記
憶
ま
で
押
し
広
げ
る
原
爆
文

学
の
試
み
を
作
者
は
し
て
い
た
。
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原
爆
の
既
成
の
言
説
へ
の
対
抗

　
一
九
七
五
年
九
月
に
、
野
呂
邦
暢
と
の
対
談
 24）
で
、
林
京
子
は
原
爆
を
「
伝

え
ら
れ
る
」
た
め
に
「
新
聞
記
事
の
よ
う
に
淡
々
と
し
た
文
体
」
で
書
い
た
と
言

い
、
特
に
「
一
番
初
め
に
勧
告
書
を
持
っ
て
き
ま
し
た
の
は
、
自
分
を
戒
め
る
意

味
で
」
し
た
の
だ
と
説
明
し
た
。
勧
告
書
と
は
観
測
用
ゾ
ン
デ
の
中
に
入
っ
た
降

伏
勧
告
書
で
、
ル
イ
ス
・
ア
ル
バ
レ
ス
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
ソ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・

サ
ー
バ
ー
と
い
う
三
人
の
ア
メ
リ
カ
の
科
学
者
が
、
昔
、
自
分
た
ち
と
一
緒
に
勉

強
し
て
い
た
東
大
の
嵯
峨
根
教
授
に
私
信
の
形
で
書
い
た
手
紙
だ
っ
た
。
ま
ず
こ

の
勧
告
書
の
意
図
に
関
す
る
読
解
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
ロ
バ
ー
ト
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
マ
ー
教
授
の
首
席
の
助
手
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
教
授
は
周
知
の
通
り
原
爆

投
下
に
反
対
し
た
人
だ
と
考
え
て
、
こ
の
勧
告
書
か
ら
、
科
学
者
と
軍
部
の
間
で
、

原
爆
投
下
を
め
ぐ
っ
て
激
論
が
交
わ
れ
た
と
想
像
で
き
る
と
い
う
当
初
の
見
方
が

見
ら
れ
る
 25）
。
し
か
し
近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ア
リ
バ
イ
」
作
り
と
い
う
意
図
が

指
摘
さ
れ
、そ
れ
を
摘
発
し
よ
う
と
し
た
林
京
子
の
意
図
が
窺
え
る
 26）
と
い
う
意

見
が
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
そ
の
勧
告
書
の
違
和
感
は
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
も
の
な
の
か
。
勧
告

書
に
「
科
学
者
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
美
し
い
発
見
が
こ
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
を
残
念
に
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
国
が
た
だ
ち
に
降
伏
し
な
け

れ
ば
そ
の
と
き
は
原
爆
の
雨
が
怒
り
の
う
ち
に
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」（
六
頁
）
と
書
か
れ

て
い
る
。
そ
う
見
れ
ば
、三
人
の
科
学
者
の
原
爆
投
下
反
対
の
重
点
は
自
分
の「
美

し
い
発
見
」
が
武
器
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
彼
ら
の
発
見

が
最
後
に
武
器
と
し
て
投
下
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
て
も
、「
怒
り
」
の
化
身
に
他

な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
だ
。
詳
し
く
言
え
ば
彼
ら
は
原
爆
の
利
用
で
自
分
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
反
対
し
、
原
爆
で
死
ぬ
人
々
の
命
に
関
心
を
抱
い
た
と

い
う
よ
り
、
道
徳
的
に
汚
れ
な
い
た
め
に
殺
人
行
為
と
境
界
線
を
引
こ
う
と
し
て

勧
告
書
を
出
し
た
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
勧
告
書
は
「
貴
国
の
全
都
市
の
壊
滅
と

生
命
の
浪
費
」（
六
頁
）
さ
え
も
っ
て
勧
告
の
効
果
を
強
め
る
。
戦
争
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
も
、
命
へ
の
軽
視
と
上
位
者
の
傲
慢
さ
が
溢

れ
て
い
る
。「
怒
り
」
の
名
を
も
っ
て
事
前
に
罪
と
切
断
し
よ
う
と
す
る
こ
の
勧

告
書
が
「
贖
宥
状
」
と
し
て
使
わ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
勧
告
書
の
立
場
を
捉
え
る
と
、
林
京
子
が
降
伏
勧
告
書
を
一
番
最

初
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
で
自
分
を
戒
め
る
意
味
を
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
第

一
に
、「
私
」
は
「
生
命
の
代
償
」
を
も
っ
て
効
果
が
計
算
さ
れ
た
勧
告
書
を
読

ん
で
、
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
周
り
の
人
の
顔
を
思
い
出
し
て
、
平
静
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
原
爆
の
中
の
人
々
は
数
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
具
体
的
な
人
へ
の

関
心
は
漠
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
林
京
子
の
具
体
の
人
へ
の
関
心
と
は
正
反
対

だ
。
次
に
、「
私
」
は
「「
そ
の
と
き
は
原
爆
の
雨
が
怒
り
の
う
ち
に
」
の
く
だ
り

は
過
ぎ
た
歴
史
の
証
言
（
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
は
読
み
す
ご
せ
な
い
」（
六
頁
）。

こ
の
勧
告
書
は
原
爆
資
料
館
に
保
存
さ
れ
、
原
爆
を
語
る
重
要
な
物
証
と
な
っ
て

い
る
。
歴
史
は
証
言
さ
れ
て
は
じ
め
て
歴
史
に
な
る
と
す
れ
ば
、「
怒
り
の
雨
」

と
証
言
さ
れ
た
原
爆
は
「
怒
り
の
雨
」
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
被
爆
者

は
自
分
の
証
言
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
原
爆
お
よ
び
被
爆
者
自
身
の
立
場
も
原
爆
投

下
国
に
定
義
さ
れ
る
し
か
な
い
。「
祭
り
の
場
」
の
仕
事
は
原
爆
に
関
す
る
既
成

の
言
説
を
破
っ
て
、
沈
黙
の
被
爆
者
の
声
を
伝
え
て
、
新
た
な
言
説
を
試
み
る
こ

と
だ
。

　
長
崎
原
爆
で
は
、
日
本
人
の
ほ
か
、
浜
口
町
か
松
山
町
に
金
網
に
囲
わ
れ
た
土

を
掘
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
捕
虜
た
ち
も
被
爆
を
免
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
死
は

「
名
誉
の
戦
死
」（
一
二
頁
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。「
戦
死
」
と
い
う
冠
の
下
に
自

国
が
投
下
し
た
原
子
爆
弾
で
死
ぬ
と
い
う
事
実
が
隠
さ
れ
た
。
林
が
原
爆
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
捕
虜
の
運
命
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
定
着
さ

れ
た
記
録
や
語
り
の
中
で
隠
去
さ
れ
た
事
実
を
紙
面
に
再
現
さ
れ
る
一
方
、
ア
メ

リ
カ
人
の
同
士
ま
で
も
殺
し
た
原
爆
は
ア
メ
リ
カ
視
点
の
「
神
の
子
」
の
「
怒
り
」

だ
と
確
信
し
て
も
議
論
の
余
地
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
故
意
に
隠
さ
れ
た
部
分
こ
そ
が
原
爆
、
そ
し
て
戦
争
の
本
質
を
掲
示
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す
る
部
分
で
あ
り
、
戦
争
、
原
爆
の
意
味
は
何
な
の
だ
と
い
う
林
の
問
い
の
由
来

で
も
あ
る
。

　「
祭
り
の
場
」
の
末
尾
で
は
、
冒
頭
の
降
伏
勧
告
書
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
ア

メ
リ
カ
側
の
言
説
を
引
用
し
て
作
品
を
締
め
く
く
る
。

　
ア
メ
リ
カ
側
が
取
材
編
集
し
た
原
爆
記
録
映
画
の
し
め
く
く
り
に
、
美
事
な

セ
リ
フ
が
あ
る
。

　
―
か
く
て
破
壊
は
終
り
ま
し
た
―
（
五
二
頁
）

　「
記
録
映
画
」
は
歴
史
の
記
録
で
あ
り
、
物
語
と
し
て
の
歴
史
 27）
の
再
表
現

（re-expression

）
で
も
あ
る
。「
原
爆
記
録
映
画
」
は
「
取
材
編
集
」
さ
れ
た
再

表
現
と
し
て
、
そ
れ
が
原
爆
を
再
現
す
る
過
程
は
、
原
爆
を
新
た
に
組
み
合
わ
せ
、

意
味
を
与
え
る
過
程
だ
。
林
は
明
ら
か
に
「
破
壊
の
終
わ
り
」
と
い
う
表
現
に
不

満
が
あ
っ
て
、
告
発
と
い
う
意
味
で
「
か
く
て
破
壊
は
終
り
ま
し
た
」
を
文
末
に

引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
爆
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
り
を
告
げ

る
と
い
う
意
味
で
「
破
壊
の
終
わ
り
」
と
言
わ
れ
た
が
、
被
爆
者
に
と
っ
て
も
う

一
種
の
破
壊
の
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
だ
。原
爆
症
は
原
爆
の
必
然
的
延
伸
だ
が
、

「
破
壊
の
終
わ
り
」
と
し
て
の
原
爆
叙
述
に
は
不
在
だ
。
林
京
子
は
三
十
年
間
の

被
爆
者
の
苦
難
を
取
り
上
げ
、
歴
史
の
登
場
を
呼
び
か
け
て
、
歴
史
的
奥
行
き
の

あ
る
原
爆
を
伝
え
る
作
業
を
、「
祭
り
の
場
」
の
中
で
行
っ
て
い
る
。
映
画
が
原

爆
者
を
無
視
し
て
安
易
に
出
し
た
「
破
壊
は
終
り
ま
し
た
」
と
い
う
セ
リ
フ
が
文

末
に
引
用
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
反
語
と
し
て
利
用
し
読
み
手
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
た
め
だ
。
こ
の
点
に
立
っ
て
「
祭
り
の
場
」
を
読
め
ば
、こ
の
作
品
は
「
破

壊
の
終
り
」
と
い
う
言
説
に
対
抗
す
る
再
表
現
だ
と
も
理
解
で
き
る
。

　
さ
て
、「
祭
り
の
場
」
は
果
た
し
て
中
上
健
次
が
言
っ
た
よ
う
に
被
爆
者
の
苦

難
の
代
弁
者
で
終
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
タ
イ
ト
ル
の
「
祭

り
の
場
」
の
意
味
は
い
ま
ま
で
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
主
に
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル

な
表
現
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
 28）
。
問
題
は
、「
祭
り
の
場
」
が
ア
イ
ロ
ニ
ー

と
し
て
論
じ
ら
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
祭
り
の
場
」
の
字
面
の
意
味
が
否
定
さ
れ
る

こ
と
だ
。
で
は
、「
祭
り
の
場
」
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
か
、
そ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー

が
ど
の
よ
う
に
文
学
的
に
表
現
さ
れ
る
か
を
考
え
る
。「
祭
り
の
場
」
と
い
う
言

葉
が
最
初
に
文
中
に
出
現
し
た
の
は
工
場
広
場
で
出
陣
学
徒
を
送
別
す
る
場
面
だ
。

　
広
場
で
、
高
等
学
校
の
学
徒
が
円
陣
を
つ
く
っ
て
踊
っ
て
い
た
。
仲
間
が
出

陣
す
る
の
だ
。
踊
り
は
出
陣
学
徒
を
戦
場
に
送
る
送
別
の
踊
り
で
あ
る
。
そ
の

頃
連
日
、
学
徒
た
ち
が
出
陣
し
て
い
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
殺
伐
な
工
場
広

場
は
彼
等
の
祭
り
の
場
に
な
っ
て
い
た
。（
一
六
頁
）

　「
殺
伐
な
工
場
広
場
」
と
「
祭
り
の
場
」
が
一
緒
に
織
り
込
ま
れ
た
こ
の
文
章

は
、
出
陣
学
徒
を
戦
場
に
送
る
送
別
会
を
「
死
」
と
「
祭
り
」
に
繋
げ
る
意
図
が

強
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
図
は
原
爆
と
原
爆
者
の
死
と
苦
し
み
を
記
録
し
て

い
る
こ
の
作
品
に
「
祭
り
の
場
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
そ
れ
と
は
一
致
し

て
い
る
。
な
ぜ
「
祭
り
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
か
に
つ
い
て
、
黒
古
一
夫
は
示
唆

的
な
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
彼
は
「
祭
り
」
の
辞
書
的
解
釈
を
考
察
し
た
う
え
、

「
国
家
神
道
」
の
提
唱
に
伴
っ
て
「
神
」
の
頂
点
と
な
っ
た
天
皇
に
奉
仕
す
る
意

味
を
「
祭
り
」
が
含
ん
で
き
た
と
確
認
し
た
 29）
。
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
送
別
会

に
対
す
る
描
写
を
読
む
と
、
学
徒
を
戦
場
に
送
る
送
別
の
踊
り
を
狂
っ
た
「
祭
り
」

と
し
て
描
く
林
の
意
図
が
明
ら
か
に
見
え
る
。

　
出
陣
学
徒
は
該
当
す
る
校
名
に
柏
手
の
よ
う
に
は
で
は
で
し
い
拍
手
を
す

る
。
輪
全
員
が
奇
声
を
あ
げ
、
肩
を
組
み
な
お
し
踊
り
出
す
。
同
じ
踊
り
で
あ

る
。
こ
ん
ど
は
歌
を
唄
う
。
出
陣
学
徒
の
校
歌
を
全
員
で
唄
う
。
唄
い
な
が
ら

踊
る
。
徐
々
に
テ
ン
ポ
を
早
め
最
後
は
狂
っ
た
よ
う
に
回
り
、踊
り
は
止
ま
る
。

（
二
〇
頁
）

　
唄
い
な
が
ら
踊
る
学
徒
た
ち
が
無
秩
序
の
狂
気
状
態
に
な
る
に
伴
っ
て
送
別
会
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は
最
高
の
高
ま
り
を
見
せ
て
急
に
終
る
と
い
う
不
思
議
な
場
面
だ
っ
た
。
神
を
拝

む
と
き
の
手
の
打
ち
あ
わ
せ
方
を
言
う
「
柏
手
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
奇
声
」

「
踊
り
」「
狂
っ
た
」
な
ど
の
言
葉
は
、
神
に
奉
仕
す
る
原
始
的
崇
拝
の
儀
式
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
。
こ
れ
は
決
し
て
黒
古
一
夫
が
言
っ
た
「
華
や
ぎ
や
高
揚
感
が
全
く

感
じ
ら
れ
」 30）
な
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
肉
声
と
動
き
で
演
出
し
た
狂
熱
的

な
儀
式
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
歌
と
と
も
に
踊
る
と
い

う
舞
踏
の
領
域
は
非
常
時
に
お
い
て
は
常
に
愛
国
教
育
の
領
域
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　
一
九
三
〇
年
一
月
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
育
に
関
す
る
記
事
が

載
り
、「
子
供
ま
た
は
原
始
人
に
な
れ
ば
な
る
程
、
自
分
の
感
情
を
言
葉
や
文
章

で
表
は
す
前
に
、
ま
づ
肉
体
で
表
は
す
」
故
に
、「
肉
体
教
育
」
は
必
要
だ
と
い

う
責
任
者
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
 31）
。
調
律
さ
れ
た
声
と
舞
踊
と
の
連
携
と

は
、
身
体
を
規
範
化
す
る
こ
と
で
、〈
義
勇
奉
公
の
精
神
〉〈
国
民
精
神
の
高
揚
〉

を
身
体
や
声
の
同
時
的
な
再
現
表
象
を
す
る
こ
と
だ
。
国
家
、
民
族
を
背
景
と
す

る
学
徒
の
「
送
別
の
踊
り
」
は
身
体
が
日
本
国
家
に
利
用
さ
れ
た
表
現
な
の
で
、

国
と
天
皇
に
尽
く
す
と
い
う
国
家
レ
ベ
ル
の
目
的
か
ら
見
れ
ば
、「
送
別
の
踊
り
」

は
「
祭
り
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
天
皇
崇
拝
の
教
育
を
受
け
た
学
徒
全

員
が
そ
う
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
形
式
上
で
日
本
国
家
が

期
待
し
た
通
り
に
行
動
し
た
こ
と
は
事
実
だ
。
つ
ま
り
学
徒
た
ち
の
動
き
は
国
家

の
言
説
に
利
用
さ
れ
た
祭
り
だ
。
こ
れ
は
林
京
子
が
使
う
「
祭
り
」
の
意
味
の
第

一
層
だ
。
こ
こ
ま
で
林
京
子
は
送
別
の
踊
り
を
「
祭
り
」
の
字
面
通
り
に
描
き
、

戦
争
の
熱
狂
的
な
面
を
隠
さ
ず
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
林
京
子
の
戦
争
に
対
す

る
敏
感
な
把
握
と
強
烈
な
摘
発
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
出
陣
学
徒
を
送
別
す
る
会
の
意
図
を
見
透
し
て
み
る
と
、
学
徒
の
出
陣

を
た
た
え
る
儀
式
の
目
的
と
祭
り
の
形
式
と
は
残
酷
な
ほ
ど
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
強
調

し
て
い
る
。
こ
の
強
調
は
林
京
子
の
送
別
の
踊
り
に
対
す
る
「
踊
り
の
輪
は
白
日

の
広
場
で
無
言
劇
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
」（
二
〇
頁
）
と
い
う
表
現
に
由
来
す

る
。
前
の
狂
気
が
溢
れ
出
し
た
「
祭
り
」
の
表
現
と
違
っ
て
、
こ
の
「
無
言
劇
」

は
作
者
が
自
分
の
理
解
に
よ
っ
て
意
図
的
に
生
徒
た
ち
に
失
語
さ
せ
る
も
の
だ
。

失
語
さ
れ
た
生
徒
た
ち
の
踊
り
は
一
層
純
粋
な
身
体
的
動
き
に
落
ち
込
み
、
無
言

な
傀
儡
の
動
き
に
な
る
と
寓
意
的
に
表
現
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
表
現
を
根
拠
に
黒

古
一
夫
は
、文
中
の
送
別
は
「
た
だ
悲
壮
感
だ
け
が
漂
っ
て
く
る
「
送
別
の
踊
り
」」

だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
祭
り
」
と
い
う
に
は
、「
皮
肉
で
な
け
れ
ば
葬
送
の
「
祀
り
」

を
含
意
す
る
も
の
」 32）
だ
と
分
析
し
、
文
中
の
「
祭
り
」
は
「
祀
り
」
の
反
語
だ

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
の
指
摘
ど
お
り
、
文
中
の
「
祭
り
」
は
「
祀
り
」
の
内
核
を
も
っ
て
い
る
。

出
陣
の
意
味
を
ま
だ
理
解
し
て
い
な
い
、
互
い
に
「
ま
た
逢
お
う
」
と
別
れ
の
挨

拶
を
し
た
学
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
踊
り
は
「
粗
末
な
、
心
の
か
よ
う
青
春
の

哀
悼
の
祭
り
」（
二
〇
頁
）に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
い
う
林
の
理
解
は「
祭
り
」の「
哀

悼
」
の
意
味
を
打
ち
出
し
、
本
音
を
言
葉
を
整
理
し
て
出
せ
な
い
生
徒
た
ち
の
言

葉
の
補
足
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
無
言
劇
を
観
る
よ
う
に
出
陣
学
徒

の
運
命
を
見
通
し
た
執
筆
中
の
林
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
の
戦

場
に
送
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
学
徒
は
、「
皇
国
」
の
た
め
に
出
し
た
犠
牲
だ
。
彼
ら

は
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
分
た
ち
の
「
祀
り
」
に
参
加
し
た
の
だ
と
林
京
子
は
表
現

し
て
い
る
。

　
ま
と
め
る
と
、「
祭
り
」
に
は
二
重
の
意
味
が
あ
る
。
表
で
は
、
天
皇
と
「
皇
国
」

に
尽
く
す
た
め
の
出
陣
の
送
別
の
「
祭
り
」
は
国
家
が
期
待
す
る
表
現
で
、
裏
で

は
、「
青
春
の
哀
悼
」
と
犠
牲
に
な
る
こ
と
と
自
分
を
「
葬
送
」
す
る
こ
と
と
が

絡
ん
で
い
る
学
徒
た
ち
の
表
現
は
「
祭
り
」
と
い
う
反
語
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
た
。

「
祭
り
」
の
本
来
の
意
味
を
文
中
の
「
祭
り
」
の
一
部
と
認
め
な
け
れ
ば
、「
祭
り
」

と
い
う
表
現
の
二
重
構
造
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
含
ん
で
い
る
二
重
の
言

説
の
反
逆
―
学
徒
の
死
と
哀
悼
を
も
っ
て
出
陣
学
徒
送
別
会
の
公
式
的
言
説
を
反

転
す
る
と
い
う
反
逆
、
お
よ
び
学
徒
の
無
意
味
の
死
を
反
語
「
祭
り
」
で
表
現
す

る
と
い
う
反
逆
を
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
送
別
会
の
話
の
最
後
に
、「
最
後
に
み
た
送
別
の
踊
り
の
輪
は
、
送
る
者
送
ら

れ
る
者
、み
ん
な
死
ん
だ
」（
二
〇
頁
）
と
な
っ
た
。「
送
別
の
踊
り
の
輪
」
は
「
祭

り
の
場
」
の
代
名
詞
と
し
て
理
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
輪
」
は
出
陣
学
徒



29（ 11 ） 歴史的記憶と文学的物語の交点　　「祭りの場」という原爆文学の可能性

を
戦
場
に
送
る
場
で
あ
り
、「
最
後
」
の
送
別
会
に
参
加
す
る
学
徒
た
ち
が
原
爆

で
即
死
し
た
場
で
も
あ
る
。
次
々
と
出
陣
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
学
徒
た
ち
、

そ
し
て
「
輪
」
で
被
爆
し
て
死
ん
だ
「
学
徒
た
ち
の
死
の
意
味
は
な
ん
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
」
と
、
林
京
子
は
問
い
か
け
る
と
い
う
よ
り
、
読
者
に
自
ら
そ
う
問
い
か

け
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
林
が
明
言
し
な
か
っ
た
が
、
狂

熱
な
祭
り
と
戦
死
・
原
爆
死
の
祀
り
を
表
象
す
る
「
輪
」
に
対
す
る
言
説
は
、

原
爆
を
原
爆
の
悲
惨
だ
け
を
取
り
上
げ
る
慣
例
を
破
り
、
戦
争
そ
の
も
の
が
徹
頭

徹
尾
悲
劇
だ
と
い
う
言
説
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
送
別
の
踊

り
の
輪
」
＝
「
祭
り
の
場
」
は
拡
大
す
れ
ば
「
戦
争
劇
の
演
出
家
た
ち
は
た
く
ま

ず
し
て
ピ
エ
ロ
を
ふ
ん
だ
ん
に
生
み
だ
す
」（
二
五
頁
）
作
中
世
界
と
い
う
「
輪
」

に
な
り
、
作
中
世
界
が
照
ら
し
て
い
る
現
実
世
界
と
い
う
「
輪
」
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
空
間
的
奥
行
き
の
あ
る
視
野
を
有
す
る
林
京
子
の
原
爆
と
戦

争
に
対
す
る
見
方
を
示
し
、
作
品
「
祭
り
の
場
」
の
原
爆
と
戦
争
に
反
対
す
る
基

本
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

結
論

　
戦
後
の
長
崎
原
爆
言
説
は
主
に
ア
メ
リ
カ
視
点
の
裁
き
の
言
説
と
日
本
側
の
殉

教
の
言
説
と
多
数
の
沈
黙
（
沈
黙
と
い
う
こ
と
自
体
が
言
説
の
一
種
だ
と
見
な
す

な
ら
）
の
言
説
か
ら
秩
序
が
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
林
京
子
は
「
祭
り
の
場
」

で
、
三
十
年
と
い
う
時
間
を
意
識
し
な
が
ら
自
分
と
周
り
の
人
た
ち
の
被
爆
体
験

を
書
き
、
こ
れ
ま
で
の
原
爆
の
記
録
・
言
説
を
意
図
的
に
作
品
に
書
き
入
れ
つ
つ

解
釈
し
た
。

　「
祭
り
の
場
」
に
お
い
て
林
は
、
被
爆
し
た
当
時
の
自
分
と
周
り
の
人
た
ち
の

記
憶
と
客
観
的
な
デ
ー
タ
、
記
録
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
描
く
こ
と
で
、
特

定
の
人
物
に
焦
点
化
せ
ず
に
、
多
数
の
経
験
者
の
記
憶
の
破
片
を
綴
っ
て
、
よ
り

大
き
く
全
体
的
な
原
爆
文
学
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
林
は
感
傷
を
捨
て
て
、

身
体
に
対
す
る
即
物
的
な
描
写
を
通
し
て
、
原
爆
と
そ
れ
に
よ
る
被
害
を
歴
史
的

事
実
と
し
て
定
着
さ
せ
る
。
原
爆
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
一
九
七
〇
年
代
、
こ
の
作

品
は
記
録
と
造
形
化
を
通
し
て
、
原
爆
を
歴
史
的
出
来
事
か
ら
人
間
全
体
の
記
憶

ま
で
押
し
広
げ
る
こ
と
で
、
原
爆
を
人
間
の
普
遍
の
問
題
に
昇
華
す
る
こ
と
を
試

み
た
。
た
と
え
原
爆
と
い
う
絶
対
的
な
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
言
説
は
決
し

て
唯
一
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
限
り
な
く
忘
れ
ら
れ
続
け
る
記
憶
の
断
片
を

集
め
る
よ
う
な
翻
訳
作
業
と
し
て
あ
る
の
だ
、
と
提
示
し
て
い
る
作
品
だ
。

　「
祭
り
の
場
」
の
原
爆
言
説
に
は
強
烈
な
反
抗
心
が
あ
る
。
作
品
は
作
者
の
自

己
警
戒
の
意
味
で
降
伏
勧
告
書
か
ら
始
ま
り
、
原
爆
記
録
映
画
の
セ
リ
フ
で
終

え
、
上
か
ら
目
線
の
、
孤
立
的
な
原
爆
言
説
に
対
す
る
批
判
の
態
度
が
溢
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
原
爆
言
説
に
対
し
て
、
林
は
そ
こ
に
不
在
の
「
他
者
」
と
戦
後

三
十
年
間
の
歴
史
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
の
原
爆
・

戦
争
言
説
の
中
で
、
様
々
な
美
名
で
隠
さ
れ
た
原
爆
・
戦
争
の
真
実
を
、
即
物
的

な
描
写
に
よ
る
再
表
現
と
概
念
的
言
説
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
通
し
て
、
反
逆
的

に
暴
き
出
し
た
。
原
爆
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
い
う
背
景
に
お
い
て
考
え
直

す
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
反
逆
的
な
言
説
の
中
で
晦
渋
に
仄
め
か
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
新
し
い
文
学
的
作
法
を
通
し
て
、
私
的
な
歴
史
と
公
の
歴
史
お
よ
び
事

実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
間
の
境
界
線
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
で
、
既
成
の
原
爆
言
説

の
枠
を
破
り
、
書
か
れ
る
者
で
は
な
く
書
く
者
と
い
う
位
に
立
っ
て
原
爆
体
験
を

伝
え
る
林
京
子
の
志
は
「
祭
り
の
場
」
に
お
い
て
検
証
で
き
る
。

　「
原
爆
文
学
」
は
歴
史
的
出
来
事
の
原
爆
を
扱
う
文
学
と
し
て
、
書
か
れ
る
と

い
う
行
為
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
た
「
原
爆
」
の
「
歴
史
」
が
、「
文
学
」
と
呼

ば
れ
る
領
域
と
出
会
う
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
原
爆
文
学
が
歴
史
と
い
う
領
域

と
出
会
っ
て
、
歴
史
叙
述
と
い
う
意
味
で
よ
り
範
囲
の
広
い
語
り
が
可
能
で
あ
る

こ
と
は
、
林
京
子
の
「
祭
り
の
場
」
に
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
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【
注
】

 1） 

金
井
景
子
編
「
年
譜
」
林
京
子
『
谷
間
　
再
び
ル
イ
へ
。』
講
談
社
、
二
〇
一
六
年

一
二
月
、
二
六
二
―
二
六
四
頁
を
参
照
。

 2） 
長
岡
弘
芳
『
原
爆
文
学
史
』
風
媒
社
、
一
九
七
三
年
六
月
。『
日
本
の
原
爆
記
録
第

十
六
巻
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、一
九
九
一
年
五
月
）に
収
録
。
一
〇
〇
頁
を
参
照
。

 3） 

ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ト
リ
ー
ト
『
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を
書
く
―
日
本
文
学
と
原
爆
―
』

水
島
裕
雅
、
成
定
薫
、
野
坂
昭
雄
監
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
七
月
、

四
一
八
頁
を
参
照
。

 4） 

「
第
十
八
回
『
群
像
』
新
人
賞
選
評
」『
群
像
』
第
三
〇
巻
六
月
号
、
講
談
社
、

一
九
七
五
年
六
月
、
一
六
―
二
二
頁
。

 5） 

「
第
七
十
三
回
芥
川
賞
選
評
」『
芥
川
賞
全
集
　
第
十
巻
』
文
藝
春
秋
、
一
九
八
二

年
一
一
月
、
文
藝
春
秋
社
、
四
二
八
―
三
六
頁
。

 6） 

内
海
宏
隆「
林
京
子『
祭
り
の
場
』論
―
序
説
―
」『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』第
二
六
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
一
一
一
―
二
五
頁
。
一
一
三
頁
。

 7） 

「
第
七
十
四
回
創
作
合
評
」『
群
像
』第
三
七
巻
第
二
号
、講
談
社
、一
九
八
二
年
二
月
、

二
八
六
―
二
九
〇
頁
を
参
照
。

 8） 

『
文
学
界
』
第
三
二
巻
一
〇
号
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
八
年
十
月
、
九
八
―
一
一
七

頁
。
一
〇
九
頁
、
一
一
〇
頁
。

 9） 

「
第
四
十
一
回
　
対
談
時
評
」『
文
學
界
』
第
二
九
巻
第
七
号
、
一
九
七
五
年
、

二
一
〇
―
二
二
九
頁
。
第
二
二
九
頁
。

 10） 

「
第
十
八
回
『
群
像
』
新
人
賞
選
評
」『
群
像
』
第
三
〇
巻
六
月
号
、
講
談
社
、

一
九
七
五
年
六
月
、
二
二
頁
。

 11） 

大
里
恭
三
郎
「「
祭
り
の
場
」
林
京
子
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞 

　
特
集
・
原
爆
文
学
』

第
五
〇
巻
第
九
号
、至
文
堂
、一
九
八
五
年
八
月
、九
八
―
一
〇
二
頁
。
一
〇
二
頁
。

 12） 

内
海
宏
隆
、
前
掲
書
、
一
二
三
頁
。

 13） 

村
上
陽
子
「
せ
め
ぎ
合
う
語
り
の
場
―
林
京
子
『
祭
り
の
場
』
―
」『
社
会
文
学
』

第
三
八
号
、
日
本
社
会
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
一
一
六
―
一
六
七
頁
。

一
二
六
頁
。

 14） 

熊
芳
「
体
験
と
記
憶
―
「
祭
り
の
場
」
―
」『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
七
六
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
一
三
五
―
一
四
六
頁
。
一
四
〇
頁
。

 15） 

渡
邊
澄
子
『
林
京
子
―
人
と
文
学
―
』
長
崎
新
聞
社
、二
〇
〇
五
年
八
月
、六
八
頁
。

 16） 

黒
古
一
夫「
第
一
章
　
原
点
―
三
〇
年
目
の
原
爆
―
」『
林
京
子
論
―「
ナ
ガ
サ
キ
」・

上
海
・
ア
メ
リ
カ
―
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
一
四
頁
。

 17） 

林
京
子
、
松
下
博
文
、
井
上
ひ
さ
し
、
小
森
陽
一
「
原
爆
文
学
と
沖
縄
文
学
―
「
沈

黙
」
を
語
る
言
葉
―
」
井
上
ひ
さ
し
、
小
森
陽
一
『
座
談
会
　
昭
和
文
学
史
　
五
』

集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
二
八
頁
。

 18） 

林
京
子
、
野
呂
邦
暢
「
昭
和
二
〇
年
八
月
九
日
―
芥
川
賞
受
賞
作
「
祭
り
の
場
」

を
め
ぐ
っ
て
―
」『
文
學
界
』
第
二
九
巻
第
九
号
、
文
化
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、

一
五
八
―
一
七
三
頁
。
一
六
五
頁
。

 19） 

原
民
喜
「
夏
の
花
」『
普
及
版
　
原
民
喜
全
集
第
一
巻
』
株
式
会
社
芳
賀
書
店
、

一
九
六
六
年
二
月
、
三
六
四
頁
。

 20） 

原
民
喜
、
前
掲
書
、
三
六
五
頁
を
参
照
。

 21） 

岩
川
あ
り
さ
「
記
憶
と
前
未
来
―
林
京
子
「
祭
り
の
場
」
と
「
長
い
時
間
を
か
け

た
人
間
の
経
験
」
を
つ
な
い
で
―
」『
言
語
情
報
科
学
』
一
一
号
、
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報
科
学
専
攻
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
一
九
一
―

二
〇
三
頁
。
一
九
三
頁
。

 22） 

林
京
子
、
松
下
博
文
、
井
上
ひ
さ
し
、
小
森
陽
一
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。

 23） 

林
京
子
、『
ギ
ヤ
マ
ン
　
ビ
ー
ド
ロ
』『
林
京
子
全
集
　
第
一
部
』
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
二
〇
頁
。

 24） 

林
京
子
、
野
呂
邦
暢
、
前
掲
書
、
一
六
四
頁
。

 25） 

林
京
子
、
野
呂
邦
暢
、
前
掲
書
、
一
六
二
頁
を
参
照
。

 26） 
熊
芳
『
林
京
子
の
文
学
―
戦
争
と
核
の
時
代
を
生
き
る
―
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
一
月
、
一
〇
八
頁
。

 27） 

“H
istory is the story of m

ankind since the w
orld w

as created.

”（Peter 

Parley's  U
niversal H

istory, chap. 2. N
ew
 Y
ork, 1874.

）
歴
史
は
“story

”

で
あ
る
と
自
ら
明
言
し
た
西
洋
史
書
は
、
歴
史
が
物
語
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
と
い



27（ 13 ） 歴史的記憶と文学的物語の交点　　「祭りの場」という原爆文学の可能性

う
歴
史
観
を
中
核
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
初
期
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
翻
訳

の
作
業
は
、
当
時
の
英
和
辞
書
のstory

の
項
に「
説モ
ノ
ガ
タ
リ話・

事ジ

跡セ
キ

・
歴レ
キ

史シ

・
小セ
ウ
セ
ツ説

」（『
附

音
挿
図
　
英
和
字
彙
』
日
就
社
、
一
八
七
三
年
一
月
）
と
い
っ
た
多
様
な
訳
語
が

あ
る
こ
と
が
示
し
た
よ
う
に
、
歴
史
と
物
語
の
境
界
が
明
治
以
来
曖
昧
に
さ
れ
た

こ
と
を
創
始
し
た
。
谷
川
恵
一
『
歴
史
の
文
体
　
小
説
の
す
が
た
―
―
明
治
期
に

お
け
る
言
説
の
再
編
成
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
を
参
照
。

 28） 

渡
邊
澄
子
は
「
こ
の
よ
う
な
情
景
を
「
祭
り
」
と
し
て
捉
え
た
ア
イ
ロ
ニ
ー
な
の

だ
と
述
べ
て
い
る
が
、穿
ち
す
ぎ
た
読
み
」だ
と
川
村
二
郎
の
読
み
を
称
賛
し
、「「
祭

り
の
場
」
は
原
子
爆
弾
の
表
象
で
あ
り
、
人
殺
し
戦
争
の
表
象
で
あ
る
」
と
述
べ

た
（
渡
邊
澄
子
、ス
リ
ア
ー
ノ
・
マ
ヌ
エ
ラ
『
林
京
子
―
人
と
文
学
―
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
九
年
六
月
、
三
四
頁
）。
ス
リ
ア
ー
ノ
は
作
品
の
「
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
タ
ッ

チ
」
の
特
徴
を
挙
げ
、「
祭
り
の
場
」
が
「
悲
壮
の
空
気
を
醸
し
出
す
」
と
強
調
し

た
（
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
）。
熊
芳
は
「
作
品
の
最
も
目
立
つ
反
語
は
タ
イ
ト
ル
そ

の
も
の
」だ
と
述
べ
た（
熊
芳『
林
京
子
の
文
学
―
戦
争
と
核
の
時
代
を
生
き
る
―
』

イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
一
月
、
一
〇
五
頁
）。
い
ず
れ
も
「
祭
り
の
場
」

の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
意
味
を
重
点
に
置
か
れ
る
論
で
あ
る
。

 29） 

黒
古
一
夫
、
前
掲
書
、
一
二
頁
。

 30） 

前
掲
注
 29）
と
同
じ
。

 31） 

「
霊
と
肉
の
融
合
を
は
か
る
／
ユ
リ
ミ
ツ
ク
ス
の
教
育
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
〇

年
一
月
一
五
日
。

 32） 

前
掲
注
 29）
と
同
じ
。
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